
人口・世帯数 交通事故発生件数 火災発生件数
（R6.11.30現在） （R6.1.1～11.30） （R6.1.1～11.30）

人 口 : 36,145人 （－9人） 発 生 件 数 54件（－7件） 発 生 件 数 12件（+6件）
男 性 : 17,405人 （－6人） 負 傷 者 数 67人（－17人） 建 物 火 災 4件（±0件）
女 性 : 18,740人 （－3人） 死  者  数 2人（+2人） その他火災 8件（+6件）
世 帯 : 16,191世帯 （+13世帯） （　）は前年前月比 （　）は前年前月比

（　）は前月比 準備よし!あなたを守る 反射板 守りたい 未来があるから 火の用心

デ ー タ で 見 る 宇 土 市

　12月14日㈯に鶴城中で門松制作が行われました。
生徒会や部活動などの生徒が集まり、お世話になった
人たちへの感謝の気持ちを込めて門松を制作しました。
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今月の表紙

　あけましておめ
でとうございます。年頭に
当たり、宇土市議会を代表
しまして謹んで新年のご
挨拶を申し上げます。
　市民の皆さまにお
かれましては、健やか
に新春をお迎えのこととお
慶び申し上げます。
　日頃から市議会に対す
る多くのご支援とご協力に
深く感謝申し上げます。　

昨年を振り返りますと、１月１日の能登半島地震、
そして９月の能登半島豪雨災害が思い出されます。
私は一個人として３月に被災地へボランティア活
動に出向き、被災家屋の片付けや学校での炊き出
しなどを行い、宇土市民から託された義援金を輪
島市に届けてまいりました。被災地での甚大な被
害を目の当たりにし、常に市民一人一人が自分事
と捉え、日頃の備えが必要であると改めて感じた
次第です。　
　宇土市議会では、藤井前議長の下で１年以上に
亘った議会改革検討会による協議が終了しました。
本年はその結果を実行に移していくとともに、昨
年設置した議会改革特別委員会において、議員定
数・報酬、費用弁償、選挙運動費用、女性議員増加
への取組などの協議を進めてまいります。　
　また、昨年春に始まった宇土市と台南市との国
際交流事業は、行政、議会のみならず、今後の市の
経済・文化・教育・市民交流を大きく発展させ、特
に、子どもたちの世界への興味が広がることを期
待しています。
　全国的な課題として、地方の人口減少がありま
す。その原因の一つに、若い女性たちの都市部へ
の流出が挙げられますが、これは地方にも原因が
あると考えています。地方には、変わらない「男性
優位」の環境や慣習が残っていることが多いため、
男女共同参画社会の考えを取り入れ、仕事や生活
面で若い女性たちから「宇土市はいいね」と思っ
ていただけるまちを目指さなければならないと思っ
ています。
　宇土市議会では、これまで同様、地域産業の発
展と住民福祉、教育環境の向上はもとより、「魅力
あるまち」を目指して尽力してまいります。今後
とも皆さまの一層のご支援とご協力を心からお願
い申し上げます。
　結びに、新年が市民の皆さまにとりまして、幸
多き一年となりますことを心から祈念し、新年の
ご挨拶といたします。

　謹んで新春のご祝詞を
申し上げます。
　市民の皆様には、日頃よ
り市政運営に格別のご理解
とご協力を賜り、心よりお
礼を申し上げます。
　4期目の所信表明で掲げ
た「10年先、20年先の未来
へつなぐまちづくり」に着
手し、早3年が過ぎようとし
ています。
　その間、特に注力してま
いりましたのは、地域社会の持続に必要な定住人口
の維持とその確保に向けた取組で、撒いた種が少し
ずつ芽吹き始めています。
　昨年は、企業や移住者、就業者に対する補助金を
新設するなど、企業誘致や定住・移住を推進するた
めの支援策の拡充と強化に努めました。
　また、図書館機能を併設し、誰もが気軽に利用で
きる「多目的交流施設」の整備にも着手しました。
引き続き、市民の皆様から寄せられた期待に応えら
れるよう、地域への愛着や親しみが感じられる施設
づくりを推進してまいります。
　さらに、市の魅力を広く発信するため親善大使を
新設し、初代大使に植田明依さんと本橋馨さんを任
命しました。お二人のご活躍により、市のイメージ
アップが図られています。
　加えて、市のキャッチフレーズとロゴマークを「九
州のどまんなか宇土市」と定め、新たなプロモーショ
ンもスタートさせました。今年も、市の認知度向上
を目指し、このフレーズを合言葉に市の魅力を発信
してまいります。
　そして、国際交流事業では、台南市との友好交流
協定の締結が現実味を帯び、今春の調印に向けて調
整を進めています。締結後は、経済や観光、文化に
加え、特に、次代を担う子どもたちが国際感覚を身
につけ、将来、海外で活躍できるよう、教育交流を通
したグローバル人材の育成を推進します。
　さて、今年は、市政の舵取り役として4期目を締め
くくる節目の年となります。その大切な節目を「年
男」として迎える今年、自らに課すテーマは“前進”
です。これまで取り組んできた「未来へつなぐまち
づくり」が、本市の成長を形作る礎となるよう、座右
の銘である進取敢為（※）の精神で市政を“前進”さ
せてまいります。
　市民の皆様には、今後とも市政に対する深いご理
解と温かいご支援をお願い申し上げます。
　結びに、令和7年が皆様にとりまして、平穏で実り
多い年となりますことを心から祈念し、年頭の挨拶
といたします。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

※進取敢為:自ら進んで物事に取り組み、困難があってもやり遂げる

宇土市議会議長
野口 修一

宇土市長
元松 茂樹

▶�日時 :1月23日㈭ 18:30～20:00
▶�場所 :市役所 1階 会議室1
▶�演題 :令和6年度（2024年度）空き家対策セミナー～住ま

いの将来について考える～
▶講師 :司法書士 中山 貴博 氏
▶�対象者 :市内に在住の人・空き家の所有者(予定含む)
▶参加費 :無料
▶�定員 :30名程度
▶�申込 :電話、FAXまたはメール、郵送、都市整備課窓口に

てお申し込みください。
▶�申込締切 :1月6日㈪まで

▶�日時 :1月27日㈪ 13:30～15:30
▶�場所 :市役所 2階 会議室5
▶相談者 :司法書士 中山 貴博 氏
▶�対象者 :市内に在住の人・空き家の所有者(予定含む)
▶参加費 :無料
▶�定員 :4組
　(1組あたり30分間の予定)
※�定員に達した場合は、お断りさせていただく場合があり

ます。
▶�申込 :電話、FAXまたはメール、郵送、都市整備課窓口に

てお申し込みください。
※�定員に達しない場合は、空き家対策セミナー時に申し込

みできます。
▶�申込締切 :1月23日㈭
問 都市整備課 建築住宅係
☎(27)3332 F(22)6031
Mtoshi05@city.uto.lg.jp

空き家対策セミナー

空き家に関する相談会

空き家対策空き家対策
セミナー・相談会セミナー・相談会
を開催しますを開催します
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